
（別紙３）

～ 2026年1月31日

（対象者数） 28名 （回答者数）
21名

～ 2026年1月10日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

週に数回利用する児童が飽きないよう、

設問やプリントを適宜変更したり増やしたりしている。

本やネットを利用し、実行機能向上に必要な情報の収集

2

イベント先や内容がワンパターンにならないよう

常に情報の収集を行い、スタッフ間で新しいイベント先や内

容の共有を図っている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
ワークショッププロジェクトで地域のお祭りへの出店

保護者参加型イベントの企画や茶話会の実施

2

3

○事業所名 プライマリーclubゆりの樹

○保護者評価実施期間
2025年11月15日

○保護者評価有効回答数

2025年11月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　３月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との関わりや保護者同士の交流が少ない

新型コロナウイルスをきっかけに交流がなくなり、

地域で開催されているイベント等へも時間が合わず

参加ができていない。

また、茶話会も開くことができていない

ワークショッププロジェクトを通して、実行機能向上を目指す

5領域に沿った、高学年向けのカリキュラム。

①接客②出店③制作④教える

と4つのテーマに沿った実行力・計画力が育めるカリキュラム

作りを行っている。

高学年向けのイベント

公共交通機関を利用したイベントや

様々な調理器具を使った調理イベント等

今後の生活に活かせるようなイベントを企画している。

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

プライマリーclubゆりの樹
公表日 2026年3月 31日

利用児童数 28 回収数 21

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 12 8 0 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 17 2 0 2

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思

いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー

化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

19 2 0 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います

か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
17 2 0 2

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支

援が受けられていると思いますか。 
20 1 0 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
20 0 0 1

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に

分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成さ

れていると思いますか。

20 1 0 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いま

すか。

19 1 0 1

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 18 3 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いま

すか。
18 2 0 1

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機

会がありますか。
4 6 2 9

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につ

いて丁寧な説明がありましたか。
19 1 0 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ

ましたか。
18 1 2 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

5 5 6 5
高学年～中高生向けのペアトレ等

あったら嬉しいです。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況

について共通理解ができていると思いますか。
17 4 0 0 利用回数が少ない為まだ分からない

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 10 6 3 2

面談は年1回くらいしかない為、前

期と後期で2回くらいはあると良

い。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 19 2 0 0

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交

流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょ

うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が

設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

4 1 9 7

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されてい

るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて

周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい

ますか。

14 3 1 3

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている

と思いますか。
18 2 1

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体

制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発

信されていますか。

18 2 0 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 19 2 0 0

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて

いますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

18 2 0 1

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な

訓練が行われていますか。
19 1 0 1

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される

等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか

 。

20 1 0 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や

事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
18 1 0 2

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 21 0 0 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 18 3 0 0 イベントは楽しみにしている。

29 事業所の支援に満足していますか。 21 0 0 0

いつもありがとうございます。

中学生になった時、高校受験対策

（学習面や面接等のフォロー）があ

るといいなあと思っています。

・修学旅行や宿泊学習に向けた（あ

るいは代わりになる）プログラムを

実施してほしい

・保育所等訪問支援を実施してもら

いたい

個人情報は適切に取り扱い、職員とも同

意書を交わし、取り扱っております。ボ

ランティアや実習生等外部の人を迎える

場合は必ず個人情報の注意事項に同意い

ただいております。

厚生労働省、こども家庭庁の通知に従

い、各種マニュアルを整備しています。

保護者様には契約時又は、訓練時に都度

ご説明しております。

非常災害用リュックを営業所で準備し、

避難訓練は地震と火事を想定して年2回

実施しています。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

貴重なご意見有難うございました。高学

年向けのカリキュラムとして様々な場面

を想定してカリキュラムに活かすことが

できるようにしていくことができるよう

努めたいと思います。また、現在放育所

等訪問支援は行っていませんが、今後事

業として行えるか検討させて頂きたいと

思います。日頃より事業所の運営にご理

解とご協力を頂き、ありがとうございま

す。児童の自律の為これからもより良い

支援を提供できるよう精進いたします。

怪我や体調不良を含む児童の変化につい

ては、送迎時口頭、電話、メール等でお

知らせしています。連絡が付かない場合

は何度かご連絡する場合もございますの

で、ご了承下さい。

お子様が安心して過ごせる場所として、

これからも環境整備及び児童の特性や年

齢に配慮できるよう努めてまいります。

年齢や特性以外にも思春期にさしかか

り、来るのが億劫と感じることもあるよ

うです。気持ちに波があるときもありま

すが、笑顔で過ごせるよう努めてまりま

す。

安全計画と防犯安全対策指針マニュアル

を整備しております。安全計画について

はHUGマイページにて4月に公開し、防

犯訓練を年1回実施しています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時にご説明した重要事項説明書が運

営規定の内容となっております。また、

支援プログラムにつきましてはホーム

ページに記載致しております。

モニタリング結果と共に、計画書の目標

等ご説明をしておりますが、ご不明点や

疑問点があればいつでもお問合せを頂け

たらと思います。

貴重なご意見有難うございます。ペアト

レ等の検討も今後させて頂きたいと思い

ます。現在ご家族向けのプログラムは実

施しておりませんが、イベント等のご参

加は今後もお声掛け致しますので、ぜひ

ご参加ください。また、研修会や情報提

供等のお知らせも今後はHUGマイページ

から行えるよう努めてまいります。

個別支援計画を基に、特性や課題につい

て共通理解を図っています。日々の様子

については、送迎にや電話にてお伝えし

たり、HUGマイページにて記録しお伝え

させて頂いておりますので、気になるこ

とがございましたらいつでもご連絡下さ

い。

送迎時やお電話での相談、面談の実施等

にて相談も受け付けております。相談時

には保護者様や児童の不安や疑問を解決

できるよう努めてまいります。

集団カリキュラムを通して、将来の自律

を目指して児童一人ひとりの課題や目標

に応じた支援を実施しています。

父母会や保護者会などは開催出来ており

ません。きょうだいや保護者様参加型の

イベント等は開催に際にお声掛けさせて

いただいてますので、ぜひ交流の機会と

してご参加ください。また、きょうだい

のご相談も合わせて行うことが出来ます

ので、面談もご相談ください。

児童の特性に合わせて、必要に応じて視

覚、聴覚情報を組み合わせて支援するよ

うにしています。保護者様へのお知らせ

は、お手紙やお電話、HUGマイページで

のお知らせを使い分けながら複数回お知

らせできるよう努めていますが、漏れの

ないよう配慮致します。

下記内容が閲覧できます。

ホームページ：自己評価、支援プログラ

ム、重要事項説明書、営業所情報

Instagram、ブログ：活動の様子、お知

らせ

HUGマイページ：お子様の様子、お知ら

せ、安全計画等

ご要望等があった際には事業所として対

応できるよう体制を整えております。ご

相談があった際には早期の対応を心がけ

てお不安や疑問が解消されるよう努めて

まいります。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

基準に定められたスペース以上の広さを

確保しておりますが、必要に応じて他施

設を借りる等引き続き工夫して対応致し

ます。

基準に定められた人員を確保し、配置し

ておりますが、児童の特性や人数に応じ

て配置を配慮できるよう努めます。

身体的な不自由を抱えた方は利用対象と

しておらず、構造上段差もありバリアフ

リー化はされていません。児童が見通し

をたてられるよう活動内容を掲示した

り、場面に応じて視覚的支援等児童が理

解しやすいよう工夫を行っています。児

童の特性に応じた環境上の配慮は今後も

継続していきたいと思います。

活動で使用した道具や室内、車内の掃

除、消毒は毎日実施しております。エア

コンの掃除や活動中に換気や加湿などの

感染症対策も実施しています。

日々の様子やアセスメントを基に、児童

一人ひとりの課題に合う支援方法を提供

うできるよう共有しています。

ホームページに公表致しております。

アセスメント様式を見直しし、よりニー

ズや課題を客観的に分析し個別支援計画

を作成できるよう努めます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

令和6年度よりガイドラインに沿った必

要な項目を設定し個別支援計画の策定を

実施しています。

毎日記録する画面で計画書を確認しなが

ら支援できるようにしていますが、実際

の支援では計画書内容の視点、支援がぬ

けてしまっていると感じる場面もあるた

め、計画内容を実際に支援に落とせるよ

う共有方法を再度要検討致します。

年間プログラムをカリキュラムとして実

施しています。繰り返し行うことでの支

援もあるため、固定化されている物もあ

りますが、児童に合わせて工夫をするよ

うう努めてまいります。

放課後児童クラブや児童館との交流公園

に外出した際や、おでかけのイベントの

際には地域の他の子どもとの交流はあり

ますが積極的な交流活動はできておりま

せん。ワークショッププロジェクトを通

じて合同イベント等は企画いたしますの

で、ぜひご参加ください。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

プライマリーclubゆりの樹
公表日 2026年3月31日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5 0

基準上は問題ないが動きが必要な際には公園など外出の

企画を立てています

高学年の児童が多くいる日はスペースが少し狭く感じる

クールダウンのためのスペースが必要

限られたスペースの中で、児童に合わせた使い方ができ

るよう仕切り等工夫が必要

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
5 0

個別対応が必要な児童がいる際には誰がどこに配置して

いるか確認をしています

適切な人員配置を遵守している

適正な人数で行われている。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5 0

バリアフリーではないが、児童が何をすべきか自分で確

認できるよう視覚的支援も合わせて実施している

構造化はすすめているが、手すりなどのバリアフリー化

は進んでいない。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。
4 1

毎日の環境整備と消毒、利用中には換気を行っています

清潔を保てている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
3 2

相談室や静養室または外に空気を吸いに出られるよう付

き添いを行っています。

児童が周りの音などで落ち着かなくなった際には、クー

ルダウンのため相談室や静養室等の部屋を利用すること

がある

静養室に置かれている荷物を減らす必要はある。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
4 1

毎日の朝礼やエリア会議、全体の会議などを活用してい

ます

朝礼や終礼、また別途会議において話し合いが行われて

いる

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
5 0

毎年アンケートを実施しています

毎年アンケートによる評価を行っている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。
5 0 毎日の朝礼やエリア会議を活用しています

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
1 4

現在第３者による評価は受けていないが、連携会議の折

等で他事業所や関係機関等にサービスの内容は周知・公

開しており、指摘等あれば業務改善につなげていきたい

と考えている

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
5 0

毎月研修計画に基づいて実施しています

毎月の研修が行われている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 5 0
ホームページにて公表しています

他に公表のための場をつくりたい。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

5 0

5領域に沿ったアセスメントシートを独自で作成して活用

しています

保護者のニーズや必要な支援について、担当者協議を

行った上で作成されている

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5 0 担当者会議などで意見を確認しています

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。
5 0

サービス記録を記載する時に必ず計画書の内容が見られ

るようになっています

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

5 0

ガイドライン5領域に沿った独自のアセスメントシートを

活用しています

全員ではないが、wisc等の結果がある児童に関しては、

支援を考えるうえで検討材料として用いる場合もある

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

5 0

記入に当たってマニュアルも作成し抜けの無いように毎

年社内確認しています

児童の特性や、学年などに合わせた支援が設定されてい

る。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 5 0

カリキュラムの年間計画を作成し必要に応じて修正を実

施しています

担当のスタッフを中心に、全体でプログラム内容の検

討・共有が行われている

中心となっている人物が固定化されつつあるので、フォ

ローをしつつ、もちまわりで行えるようにしたい。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5 0

年間計画を作成し毎週変更実施しています

各プログラムの変更周期に合わせて、内容を変更してい

る

同系統の活動であっても以前の内容、結果を踏まえてよ

り効果的にできるよう改善しつづけている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
5 0

集団活動の中で個別対応が必要な場合は計画をし保護者

やスタッフ等関係者と共有しています

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

4 1
毎日朝礼を実施している

朝礼時に行っている

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
4 1

毎日の終礼と業務日誌作成をしています

終礼時に行っている

たまに翌日になってしまう

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
5 0

共有事項はラインワークス等を使ってリアルタイムノ情

報を共有しています

連絡帳や別途ケア記録への記入、また支援プログラムへ

の参加状況も記入したプリント等を保存することで記録

をとっている

入力内容のブレがまだある。全員が必要な記録をもれが

ないよう入力できるよう改善したい。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
5 0

半年以内のモニタリングを実施しています

定められた期間において見直しを行っている

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
5 0 ガイドラインに沿ってマニュアル等を作成しています

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。
5 0

複数から選べるように事前に児童に説明しています

将来の仕事や生活の場面での自己選択についてもふれて

いきたい。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
5 0

参加者が事前に必要事項等を他のスタッフにも確認して

参加してます

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
4 1

医療的ケア児はいないため、日頃から主治医との連絡は

事例がないが、他の障害福祉サービス、学校等とは連携

し会議等も実施している。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

5 0

保護者とは毎日の送迎時や電話やメール等を活用して小

まめに連絡共有を心がけています

学校への送迎時や、別途電話や連携会議等で行っている

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
4 1

特に事例はないが保護者からの希望があれば積極的に連

携を行うようにしています

高学年向け事業所で高学年しかいないため、行っていな

い。必要があれば行う。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

5 0

特に事例はないが、学校や保護者と連携を実施していま

す

該当者は少ないが、情報提供を求められれば行うことは

可能である。また、その用意もある

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
4 1

地域のセンターには挨拶には行くが特に八千代市では研

修等は実施されていないため機会があれば参加致します

県の研修会に等に参加する場合もある

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
3 2

学童は学校内であり児童館も市内には無いため公園や地

域の学校行事、お祭り等地域との交流の機会を定期的に

実施しています

機会として定めているものはないが、お祭りへの出店の

際や地域の公園等で交流できる場合もある

コロナ禍以降とだえてしまっている。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 3 2

市内の放課後連には参加しています

すべてではなく、必要時応じて参加する場合もある。自

立支援協議会には参加できていませんが、議事録をホー

ムページ等で確認しています。他放課後連等には加盟し

ております。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
5 0

毎日の送迎時の連絡やサービス提供表等を通じてメール

や電話等保護者からも連絡しやすいようツールをご用意

しています。双方で確認しやすいよう来年度さらに改善

予定です

自宅への送迎時や別途電話、面談等を通して話し合いを

行っている

面談や、送迎時の連絡などで情報共有を進めている。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

3 2

保護者会等は実施できていませんが本年度は保護者向け

のオンライン研修や児童のワークショップの模擬店参加

などのお知らせをさせたいただきました

送迎時や面談の際に行っている

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
5 0

利用前に重要事項説明書を用いて説明しています

契約時に行っている

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 

5 0

本人には利用の際に確認したり、保護者様には送迎時等

または時間が無い際には書類にて確認できるようツール

を活用しています

内容を説明し同意を得ている

ヒアリングを行い、意思、意向を確認している。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
5 0

個別支援計画を示しながら説明し、同意を頂き、一部は

保護者様控え、一部は営業所控えとしている。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
5 0

個別に随時相談を受けている。また、個別に時間が必要

な際には、来所していただき面談し家族支援加算の算定

を実施している。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

1 4

保護者会等は実施していませんが、つつじ祭りの児童の

参加に伴い保護者様にもご来場していただけるようお知

らせしております

コロナ流行以降行われていない。保護者が仕事で忙しく

なかなか参加できないのが現状。

兄弟同士で利用する場合もある。保護者同士の交流の機

会がなかなか設けられていないが、保護者参加型のイベ

ント等の企画は検討中である

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

5 0

報告書の作成や共有できるよう工夫はしておりますが、

お客様が満足頂けるよう、迅速に対応できるように毎年

研修も実施しています

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

5 0

Instagram、スレッド等で発信しております

連絡帳やインスタグラム、別途お知らせのプリントを通

して行っている

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5 0

紙媒体の持ち出しが無いようにデータ化したり、データ

での漏洩も無いようにツールを分ける等実施しています

留意してはいるが個人携帯を使っているおりプライベー

トでも通知が表示されてしまうためその点に関しては改

善は必要ではないかと思う

個人に関する情報は鍵のかかるキャビネットに保管して

いる。また、個別のPC上にデータは残していない。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
5 0

児童や保護者様の状況に合わせて伝え方など工夫してお

りますが、ツールをわかりやすくするため来年度改善予

定です

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
5 0

相談支援員や関係機関からの見学や地域の学校の実習生

受け入れなど実施しています

頻度は多くないが、お祭りでの出店では地域住民がお客

さんとして来店されていた

ワークショップ活動などを通して地域にひらいた活動を

おこなっている。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

5 0
マニュアルの作成と研修や訓練は年間計画を作成し実施

しています

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
5 0

BCPを作成し毎年見直しを実施して研修や訓練を年間計

画を作成し実施しています

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
5 0

服薬状況が変わった際には報告を頂き共有しています。

またてんかんなど特別な配慮が必要な場合は計画書に記

載して共有しています

服薬、発作に関しては保護者に確認をおこなっている。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
5 0

保護者様から聞き取り、医療行為は対応できない旨理解

いただいています。食事の提供はありませんが、必要に

応じて保護者様に確認しています

事前に保護者に聞き取りを行い、必要な事項については

伝えていただいている

指示書以外にも気づいているものがないか確認をしてい

る。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
5 0

安全計画について研修や訓練を年間計画を作成し実施し

ています

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
5 0

保護者様へ毎年安全計画を公表しております

避難先や連絡手段について印刷物など保護者の手元に残

せる形で周知している。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
5 0

ヒヤリハット報告書を社内全体で共有し、必要に応じて

都度業務改善やマニュアル等の見直しを行っています

放課後等デイサービス以外にも弊社の全部門でのヒヤリ

ハットを含めた共有をおこなっている。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
5 0

年間計画を作成し研修を実施しています

毎年別の人物が虐待防止研修をうけ、それを伝達研修で

つたえあうことで、属人性のないように研修をうけてい

る。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

5 0
事例はないが3要件満たす場合のみ保護者様と相談の上個

別支援計画に記載するよう周知しております
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